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光市医 師会 報

(医-師会月一同行事j
O定例理事会

6月14日(火) 7・30 PM 

医師会館

0報告事項

1. 5月26臼山山県民師会長会議報告

イ.老人保健法に関する医療と保健事

業の報告、行政との契約について

ロ.中間四国医師会連合総会報告

手ヰ県医師会の梢況報告

地域医療計幽iζ関する討議

本年度の保険指導の要綱

集問指導の要点

伺別指導の要点

個別指導実施対象候補

特例詐吋病院の情況

ハ.山口銀行との契約

ニ.医師連盟の大浜後援会加入状況

Z 心臓病検診の調査報告

3. 住民保健ftl.4県'*協議会報告 (6月

9日) 内容後記

4. 学校保健相当哩京協議会 (6月16B) 

内容後記

5. 光市小中学校生徒児童の心臓検診の

中間報告

6. 同保現地受イ、J'の報告

カク福の刑紙の新|円重複あり

一部負拘金のミス

0協議事項

1. 6月度例会

6月24日 学術講演会開催とその

あと月例会とする。

2 光市=三師会の開催について

1983 

7月16日(上)

演題は f漢方の基礎と臨床j

講師は近幾大学中島一先牛.

三師会員のみに限定とする。場所そ

の他の選定

3. 6月 16 f Iの学術相当理事協議会に

おいて、山U1lf1医学会総会の次年度の

予定に関して

4. 保険研修会は県民iLl.山'，.fTfl.;JJの都合に

より、しばらく延期とする。

。研修会

6月24日(金) 7・o0 PM 

医師会館

l 映両「脳動脈硬化症J

2 講演

演題「加令性脳疾患の診断と治療j

講師 山口大学神経精神医学教授 r

山田通犬先生

。月例会

6月24日(金) 8・30 PM 

医師会館

l 住民保健相当JTP'$協議会 6月9凶

(制i-t.:理事)

イ.昭和 57 年度~H業報告

ロ.昭和 58 年度I~業計削

ハ.昭和 58年度中四国医師会連合総

会報告

ニ、県衛生部予防課主要半業

老人保健、母チ保鍵、健康づくり

対策

ホ、健康教育のありjj

2 学校保健拘吋理官協議会報告

6月1日 (福本理'~)

イ.昭和 57年度事業報告
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ロ . 附~15 8年度予業計画

ハ .(:昭如 58年度中阿国医師会連合総

会報告

ニ、中国地区学校医大会 8月25日

松江rli

ホ.全国学校保健、学校医大会

lOFj27日京都市

へ 日医学校保健講習会、 8月20日

11民会館

ト.学校医報酬について

チ.学校医部会について

リ.IIIU県学校医研修会

ヌ.各R1l1打の学校医研修会

3. 地域医総計両担汚理事協議会

6月23円 (福本理事)

イ. r会員活動と意識調査報告書jの

コメントで問題点提起

ロ.休11、時間外救急医療実態調査の

実施 7月16 [l (土)から 7月1

8臼(月)までの 3日間

ハ.~.ff.皮の$~の経過と予定 iζつい

て

ニ.IIR和 55年 10月15口実施の山

11りよ患者訓査について

ホ.救急のI1(9J:l9日)の行事予定

について

4. 光市内小中学校生徒児童の心臓検診

))中間報特 (福本理事〉

5. 5 8年度社会保険医諜拘当者持導計

同 (大野会1.<:)

イ.集団指導要綱

ロ.倒別指導要綱

6. 老人位脱診奇及び休日 ・時間外救急

医政調査の件 (大野会長)

7. 中内向医師会連合総会の件

(大野会1<:)

8. 光ニ-師会総会開催κついて

(大野会長)
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7月16日 誌}j医学について特別講

演とし、 7月納涼懇親会と併せて行う。

9. 医療機関に於ける振動障害(白ろう

病)の健康診断及ひ。治療の実態調査に

ついて (中村日前理-.~)

10. 労務相吋即恒協議会 (7月7日)κ

おいての質問中割について

(巾村(琢〉理事)

ょ三キJヤグ.':1;丈ア.':'ィの:語

中村国雄

キャッツ、アイとは読んで字の如く猫眼

のζ とで、ζ れからお話しするのは、.高価

で入手し難い猫服ぶのζ とではありません。

又変った題をもって来て、持さんを惑かそ

うという魂胆でもありません。皆さんが学

生時代κ一度勉強されたギと思います。は

はーああれかと思い出されるミHでしょう。

例の眼科で言う網膜勝胞の~状の一つです。

その事iζ関して一台云 ってみ皮いとまずい

隼をとりました。

網膜腰腫は小児の恋性腫磁の一つで、最

初(第 I期)κ小児の脇孔の奥が帯黄白色

iζ蹄いて見える症状をあらわします。之を

黒内障性硝眼といわれています。そして之

を放置しておきますと第 2期、 3期、 4期

と進行して脳κ説入し、進iζ死の転婦をと

ります。治療法として、早期K蝦球を摘出

するのが一番ょいと考えられています。

古い話で恐縮ですが、そのキャッツアイ

-3-



光市医師会報

の事で、今もって忘れられない程強い感め

いを受けました事です。未だ御健在と患い

ますが眼科の須田教授に乙の講義を受けた

のですが、その時「綱膜腰腫の子をみます

と、眼球摘出、ときにはl両眼眼球摘出まで

してζ の子を助けてやるのが、はたして ζ

の子の室長せかどうか一概には言えない様な

気がしますjと言われた一言です。しかし

その教授も網膜勝腫には勇断をもって眼球

摘出をされた45と思います。 30数年前の

ζ の古い訴をもち出しましたのは、乙の事

とよく似た事で、頻度として一時期ものす

ごく発症しました未熟児網膜症のととと関

連があるような気がするからです。昭如 45 

-4 7年頃から忽 K未熟児網膜症が現れ

て来ました。重大な社会問題iζ までなって

米ています。我々が習ゥた乙とがない、知

らない病気が、急に11¥現したのですから、

産科、小児科、眼科の医師達が驚き、たえ

ず念頭においておかなければならない疾患

のーっとなりました。なぜなら皆さんよく

御承知の民事紛争がからんでくるからです。

2000 g以下の未熟児K大畠の酸素を与

え、その結果、生命のみは助かっても、網

膜症κか￥っていて失明する結果となると、

さあ大変です。我々の落ち度となるから疾

事紛争はまぬがれていません。一生懸命つ

くして失明していた結果となれば ]00係我

々医師の責任といって訴えられる訳です。

では未熟児のま hで政直して生命を助けな

ければ結果として失明の立任は負わずK済

みますしその方が数段楽かもしれません。

でも医師とすればキャッツ.アイの場合と

同じようκ生命を助ける方に全力をあげる
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乙とでしょう。矛盾を感じつ￥その方を選

択せねばならない現花の我々医師の丘務で

すし宿命といってよいでしょう。

以上述べました事は、米熟児網膜症K限

らず、日常の診療に於ても履々遭遇するか

もしれませんし、 f011000 Jj円もする大きな

キャッツアイが貿える程の莫大な賠償令を

支挽わねばならなくなるはめにあうかもし

れません。

3 0数年前と今では、医学もあらゆる面

で長足の進広をとげて来ていますが、その

根底iζ疏れている阪の倫思!は少しも変って

いない事を自覚し、孜々凡々の医師は、之

らの事iζ うち負けないようにいつも頑張っ

て、ベストをつくすより仕Hがないようです。

3 0数年前のープロフェッサーのE占禁の

ととから変なJj向κ活が進挺してしまいま

したが、以上小学生の採な拙文御容赦下さ

む、。

あ と が き

烏なんてたいていの}j々 には、面向くも

ない余り関心のないことだろうと思います。

ただ表紙にする写其がないものですから、

ピンチヒッタ一役をやらせているに過ぎま

せん。会員持職よりの楽しい表紙をどうか

お願い申し上げます。 (伊牒)
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